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	YMCAキャナルコート保育園
	～すくわくプログラム～　NO.1
	2025
	5歳児クラス
	とうきょうすくわくプログラムってなあに？
	幼稚園や保育所において、子どもたちが好奇心や興味を持って、わくわくしながら遊び、学べるよう応援する取り組みです。取り組みを通じて、子どもたちの自己肯定感や思いやりといった豊かな心の育ちをサポートしていきます。
	安全安心な環境のもと、子どもたちが興味・関心を深められそうなテーマを園で設定し、好奇心を持つきっかけを増やしたり、考えを広げ、深めたりする取り組みを行います。
	すべての乳幼児の 伸びる・育つ × 好奇心・探究心 を応援する幼保共通の プログラム

	山中湖キャンプの活動
	【テーマ】 自然とのかかわり
	子どもたちが園庭の自然で遊ぶことが 好きなことから、 自然との関わりをより深めていくため、テーマを設定しました。

	自然とのかかわり
	「自然ってなんだろう？」という問いをもとに、思い思いの場所で園庭にある自然を探しました。「なぜ花が紫の色になるのか。ピンクの花があるのはなぜか」と、「あじさい」の花について図鑑を使って調べてみたり。散歩先の自然物やキャンプで集めた木々や木の実を使った製作を行い“ミニギャラリー”を作って披露したり。様々な自然と出会いふれあう中で探求をしました。
	活動を通して・遊びを通した子どもの姿
	日常の保育の中で園庭や散歩先などの都会にある身近な自然に触れる機会はありますが、じっくりと触れる機会はあまりありませんでした。山中湖キャンプの活動を通じて、子どもたちがそれぞれのペースで感じるままに土・水・風・光などの自然に触れることができました。保育園での日常生活を土台に一泊二日の非日常を体験し、子どもたちがさらに探索活動を深めていると感じました。一年を通して好奇心を持つきっかけを増やしたり子どもたち自身が身の回りにある自然に気付き触れ、友だちと一緒に考えを広げて、思い思いの場所で自然を取り入れた遊びを展開していました。
	https://www.tokyoymca.org/childcare/canal/
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	YMCAキャナルコート保育園
	～すくわくプログラム～　NO.２
	2025
	5歳児クラス
	4歳児クラス
	3歳児クラス
	とうきょうすくわくプログラムってなあに？
	幼稚園や保育所において、子どもたちが好奇心や興味を持って、わくわくしながら遊び、学べるよう応援する取り組みです。取り組みを通じて、子どもたちの自己肯定感や思いやりといった豊かな心の育ちをサポートしていきます。
	安全安心な環境のもと、子どもたちが興味・関心を深められそうなテーマを園で設定し、好奇心を持つきっかけを増やしたり、考えを広げ、深めたりする取り組みを行います。
	すべての乳幼児の 伸びる・育つ × 好奇心・探究心 を応援する幼保共通の プログラム

	【テーマ】 自分のからだを動かして遊んでみよう
	運動プログラムのねらい
	・からだを十分に動かす楽しさや心地よさを味わう。 ・保育者や友だちと一緒に身体を動かす活動に意欲的に 　参加する。 ・バランスの取れた動きを身に付ける。
	・発達段階に応じた運動機会を継続的に確保し、子どもたち一人ひとりの成長を支えていくことをねらい、職員の学びの場として講師を招いて月1回の「運動プログラム」をに参加して、テーマを設定しました。
	～年齢に合わせた活動～
	【3歳児】 ➀一人でできる動き ②友だちと一緒に動く
	【4歳児】 ➀話を聞こうとする力を身に着ける ②協力する中で達成感を味わう
	【5歳児】 ➀ルールのが少し複雑になる遊び 　　　　　　　　　　　　

	からだを動かす
	活動を通して・遊びを通した子どもの姿
	https://www.tokyoymca.org/childcare/canal/






